
ー
o
o
苺
ー

恭

女の子とチューリッフ

たかはしかおりさん

聾ズ
㌧＼‘ン

ボ　　￥

．

薦
盤

たきざわるみさん

ふくはらたかしくん
電車と駅

静讐

葉
樫
一

星の子

皆
ふくはらなるひこくん

、
轍
撫
・
欝

欝
・
・
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

一
姦
ア　
評

陽
圃

▼
五
月
の
で
き
ご
と

6128
1日　H

2725
H　U

313029
H　H　H

町
傷
痩
軍
人
会
総
会

た
ば
こ
総
代
会

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

（
1
7
H
ま
で
）

牧
場
運
営
協
議
会

大
厳
芋
牧
場
放
牧
式

民
生
委
員
会

農
業
委
貝
会
総
会

野
烏
集
会
　
　
（
湯
本
）

探
鳥
会
　
　
（
美
人
林
）

▼
六
月
の
予
定

6
日
出
稼
ぎ
共
助
会
運
営
委
員

　
　
　
会

12

H
　
議
会
建
設
委
員
会

　
　
　
議
会
産
経
委
員
会

22　17　16　14　13

H日日H日
25
日

六　町議総黒議
月体総会代倉会
定育合総会分建
例館健民　校設
議・診委　閉委
会セ（員　校員
　ン27会　式会
　タ日
　iま　　‘

鰯遡
夢鱒尾』副ム轟一

　
田
植
え
も
終
り
ホ
ッ
と
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
地
区
の
運
動
会
や
部
落
行

事
に
と
忙
が
し
い
時
期
が
や
っ
て

来
ま
す
。
身
体
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
今
月
は
総
合
健
診
が
あ
り
ま
す
。

H
頃
健
康
に
自
信
の
あ
る
方
も
過

信
は
禁
物
で
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
全
員
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
右
の
写
真
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。
　
一
見
す
る
と
巨
大
な
U
F
O

の
基
地
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

こ
れ
は
大
厳
牟
に
作
ら
れ
た
雪
の

貯
蔵
庫
で
す
．
夏
に
向
け
て
色
々

な
利
用
が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
一
度
行
っ
て
見
て
く
だ

さ
い
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
87
年
6
月
号
ロ
毎
月
－
回
1
0
日
発
往

口
発
行
／
松
之
山
町
a
㈲
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

，
『

ぎ
　
燦
罫

，
跨
「

塑撃．、黒，倉、分姻．弦．鱒
匙し

写
．
晦
、
矯
無
痴

嚢
㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19877月号（N、137）

7月1日現在　□総人口4，172人（一1）□男2，036人（±0）「i女2，136人（一1）口世帯数1，234戸（±0）

（　）内は6月1日との比較
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ー

まつのやま（2）

6月25日

六
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
（
1
面
）

　
　
　
　
三
、
八
○
八
万
五
千
円
追
加

　
六
月
定
例
議
会
が
六
月
二
十
、
κ

H
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
六
つ
の

導
決
骸
項
と
ト
四
の
議
案
が
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
、
で
は
こ
の
他
に
、

町
会
計
監
査
委
員
一
名
の
選
任
と

「
暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議

・
請

願
書
や
陳
情
書
等
の
審
議
が
な
さ

れ
、
二
H
朋
の
予
声
．
疋
を
一
H
で
終

了
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
卜
二
年
度
の
一
般
会
計

の
補
．
止
予
算
で
は
、
社
会
福
祉
費

の
中
、
で
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護

手
当
と
八
卜
八
歳
・
几
十
九
歳
に

な
ら
れ
た
方
に
祝
金
を
贈
る
”
敬

老
祝
金
制
度
”
の
新
設
に
よ
り
一

し
O
．
力
円
が
。
ス
キ
ー
場
の
初
心

者
コ
ー
ス
の
降
り
口
が
狭
く
混
雑

し
て
い
る
現
状
を
解
消
す
る
た
め
、

そ
の
拡
．
幅
工
雅
に
四
〇
〇
万
円
。

各
部
落
か
ら
．
要
望
の
出
て
い
た
町

道
の
修
繕
工
質
卜
件
分
に
、
四
二

〇
万
円
。
来
年
度
、
松
之
山
小
学
校

校
へ
統
合
が
決
ま
っ
て
い
る
黒
倉

分
校
、
三
省
小
学
校
に
、
記
へ
・
心
弱

業
の
補
助
金
と
し
て
二
〇
．
力
円
。

　
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
決
ま
り
本
確

的
に
動
き
出
し
た
町
史
編
さ
ん
に
、

㎜
四
ヒ
万
円
が
補
正
さ
れ
る
な
ど
、

総
額
、
で
、
三
、
八
○
八
万
．
五
千
円

が
補
．
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
竹
内
平
八
郎
・

高
橋
英
一
・
村
山
正
英
・
田
辺
尚

二
議
員
の
四
人
が
質
問
に
た
ち
、

町
長
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
現
議
員
に
と
っ
て
は
最
後
の
｛
．
疋

例
会
と
な
り
、
九
月
の
改
選
を
待

つ
事
と
な
り
ま
す
。

（3）まつのやま

　
円
追
加
し
て
総
額
土
億
三
、
九

　
六
二
万
八
千
円
と
す
る
。

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
一
一
四
〇
万
九
千
円
を
追
加
し
総

　
額
こ
億
四
、
八
五
二
力
四
千
円

　
と
す
る
。

◎
補
正
予
算

　
　
　
　
（
新
年
度
分
）

▽
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
〇
〇
万
円
を
追
加
し
総
額
二

　
六
億
二
、
五
一
七
万
二
毛
円
と

　
す
る
。

▽
同
（
第
二
回
）

〇
三
、
八
O
八
万
五
千
円
を
追
加

　
し
て
総
額
二
六
億
六
、
三
二
五

　
万
七
千
円
と
す
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
一
回
）

o
事
業
勘
定
　
四
七
四
万
八
千
円

　
追
加
し
総
額
三
億
四
、
七
五
八

　
万
八
千
円
と
す
る
。

・
診
療
所
勘
定
　
四
六
万
九
千
円

　
追
加
し
総
額
二
億
二
、
四
三
九

　
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
補
．
正
予
算

　
（
第
一
回
）

〇
五
二
三
万
二
干
円
を
追
加
し
、

　
総
額
二
億
四
、
〇
四
三
万
円
と

　
す
る
。

▽
総
務
費

・
役
場
庁
舎
冷
房
．
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

o
大
松
…
の
官
行
造
林
分
収
権
購

　
人
費
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円

▽
民
生
費

o
介
護
手
当
・
敬
老
祝
金
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
…
し
O
万
円

・
児
童
ヂ
当
費
　

一
三
．
κ
万
円

o
ほ
く
ら
園
痴
呆
症
老
人
嚇
川
居

　
室
整
備
補
助
金
二
四
．
力
、
κ
千
円

▽
濃
林
水
産
業
費

o
大
厳
芋
牧
場
災
害
復
旧
．
L
骸
費

　
　
　
　
　
　
　
一
．
κ
O
．
〃
円

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
回
）

〇
七
一
万
八
千
円
追
加
し
、
総
額

　
五
、
五
て
五
万
三
千
円
と
す
る
。

o
森
林
紺
八
・
加
．
L
施
設
費
（
食
H
…

保
存
。
ハ
ッ
ク
器
繁
、
芝
O
Q
〃
円

Q
牛
ケ
鼻
浦
…
線
・
野
々
海
、
友
水

　
越
線
林
道
整
備
　
．
κ
四
〇
．
力
円

▽
商
．
L
費

o
ヌ
キ
ー
場
初
心
者
コ
ー
ス
拡
幅

　
工
喉
費
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
L
木
費

o
町
道
台
帳
作
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

o
町
道
修
繕
．
L
骸
一
〇
件

　
　
　
　
　
　
　
四
．
．
O
万
円

・
松
代
松
之
…
線
側
溝
修
繕
．
L
弱

　
　
　
　
　
　
　
↓
O
几
万
円

◎
昭
和
六
卜
一
年
度
農
業
共
済
事

　
業
決
算
が
審
議
さ
れ
、
三
、
ん

　
四
三
万
九
、
．
五
．
五
四
円
の
決
算

　
が
認
声
疋
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
引
き
上
げ

▽
農
業
委
貝
会
．
長
な
ど
｝
九
の
非

　
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用

　
弁
償
の
一
部
が
、
四
月
一
H
に

　
さ
か
の
ぼ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
た
だ

し
、
報
酬
が
月
額
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
七
月
一
H
か

ら
施
行
）

消
防
団
員
の
報
酬
も
ア
ッ
プ

（
年
額
）

　　O　▽　　　　O　　　　O　　　　O　　　　O　　　　O　▽

地川』災　川’　中　松　松＿学教
質道害　　　史　　　学　　 之　　　，ll黒校育
，調　大復　　　編　　　校　　　山　　　小　倉統費
査荒旧　　　さ　　　校　　　小　　 ｛本　・　合

委戸費　　ん　　舎　　校　　育三記
、詑小　　　 一費　　　4：，巽　兀　舎　　　館　省　念、

料谷　四全几修し1二　床）雰
　線　　　しイ本六∫壁 ・’1す一工 一業1
　　災　　　万で万　r　万費（⊃　1レ・子Ill

O害　　κ　　八事八増O増O助
万復　　　乎　　　f一’費　丁一　　万　　　万金
円　旧　　　円　　　円　　　円　　　円　　　IIj

　
変
．
史
に
よ
る
も
の
）

▽
．
工
事
請
負
契
約
の
変
．
史

Q
東
川
藤
倉
．
人
水
越
線
の
道
路
改

　
良
工
事
に
、
几
三
、
五
万
几
下
円

　
の
増
額
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
卓
を
購
人

o
第
二
機
動
隊
（
湯
本
）
の
ポ
ン

　
プ
を
更
新
。
　
（
几
二
〇
万
円
で

◎
予
算
関
係

　
　
　
（
旧
年
度
分
）

▽
昭
和
」
ハ
十
一
ん
牛
度
…
肌
取
ヘ
ム
計
補

　
亜
予
算
（
笛
し
回
）

〇
一
〇
一
万
．
κ
乎
円
追
加
し
て
総

　
額
一
一
．
κ
億
し
、
八
し
六
万
八
r

　
円
と
す
．

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
．
r
算
（
笛
四
回
）

o
骸
業
勘
戸
．
疋
　
．
ハ
．
四
六
万
し
看
円

　
追
加
し
総
額
三
億
瓦
、
O
、
二

　
万
几
千
円
と
す
る
。

・
診
療
所
勘
声
．
止
　
四
三
〇
万
一
、
一
千

　
高
田
丸
富
商
会
か
ら
購
人
）

▽
町
監
査
委
員
に
布
施
恒
利
さ
ん

　
（
黒
倉
）
を
選
任
。

o
任
期
満
了
に
よ
り
一
名
欠
員
と

　
な
る
町
監
査
員
（
学
識
経
験
者
）

　
に
布
施
恒
利
さ
ん
を
お
願
い
す

　
る
事
と
な
っ
た
。

暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議
案
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
続
発
し
っ
っ
あ
る
暴
力
行
為
に

対
し
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
そ
の

発
生
や
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
、

議
会
で
決
議
し
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
団
　
長
　
　
九
ヒ
、

o
副
団
、
長
　
　
し
．
五
、

o
団
正
副
部
．
長
四
八
、

o
分
団
長
　
　
三
三
、

二
〇
〇
円

四
〇
〇
円

五
〇
〇
円

O
O
O
円

・
副
分
団
．
長

・
部
　
．
長

・
班
　
長

・
団
　
貝

ノk　ノし　ノ又　辺し

志
ハ
○
○
円

出
パ
○
○
円

八
O
O
円

二
〇
〇
円

利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
町
営
駐
車
場
”

▽
診
療
所
下
の
町
営
駐
車
場
が
整

　
備
さ
れ
、
無
料
で
利
用
い
た
だ

　
け
ま
す
。
　
（
車
は
線
の
中
へ
き

　
ち
ん
と
駐
車
す
る
よ
う
に
）

▽
伝
染
病
患
者
の
医
療
等
に
関
す

　
る
事
務
が
、
八
月
一
日
よ
り
十

　
日
町
か
ら
南
魚
沼
郡
広
域
箏
務

　
組
合
に
委
託
変
更
さ
れ
ま
す
。

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
が

　
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
町
道
名

　　暴力追放に関する決議
　平和で明るく住みよい町づくりは、松

之山町民の強い願いである。

　しかしながら、最近県内に‘於ても関係

機関の努力にもかかわらず暴力行為は、

続発の傾向にある。

　高速交通時代を迎え、当町においても

暴力犯罪の発生が予想される。本議会は

いかなる暴力の存在も許さず、明るく平和

な町づくりに積極的に取組む決意である。

　よって、関係機関と一体となり、全町

民協力のもと、総力をあげて暴力の追放

運動を強力に推進する。

　以上、決議する。

昭和62年6月25日

　　　　松之山町議会
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6月25日

六
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
（
1
面
）

　
　
　
　
三
、
八
○
八
万
五
千
円
追
加

　
六
月
定
例
議
会
が
六
月
二
十
、
κ

H
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
六
つ
の

導
決
骸
項
と
ト
四
の
議
案
が
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
、
で
は
こ
の
他
に
、

町
会
計
監
査
委
員
一
名
の
選
任
と

「
暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議

・
請

願
書
や
陳
情
書
等
の
審
議
が
な
さ

れ
、
二
H
朋
の
予
声
．
疋
を
一
H
で
終

了
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
卜
二
年
度
の
一
般
会
計

の
補
．
止
予
算
で
は
、
社
会
福
祉
費

の
中
、
で
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護

手
当
と
八
卜
八
歳
・
几
十
九
歳
に

な
ら
れ
た
方
に
祝
金
を
贈
る
”
敬

老
祝
金
制
度
”
の
新
設
に
よ
り
一

し
O
．
力
円
が
。
ス
キ
ー
場
の
初
心

者
コ
ー
ス
の
降
り
口
が
狭
く
混
雑

し
て
い
る
現
状
を
解
消
す
る
た
め
、

そ
の
拡
．
幅
工
雅
に
四
〇
〇
万
円
。

各
部
落
か
ら
．
要
望
の
出
て
い
た
町

道
の
修
繕
工
質
卜
件
分
に
、
四
二

〇
万
円
。
来
年
度
、
松
之
山
小
学
校

校
へ
統
合
が
決
ま
っ
て
い
る
黒
倉

分
校
、
三
省
小
学
校
に
、
記
へ
・
心
弱

業
の
補
助
金
と
し
て
二
〇
．
力
円
。

　
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
決
ま
り
本
確

的
に
動
き
出
し
た
町
史
編
さ
ん
に
、

㎜
四
ヒ
万
円
が
補
正
さ
れ
る
な
ど
、

総
額
、
で
、
三
、
八
○
八
万
．
五
千
円

が
補
．
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
竹
内
平
八
郎
・

高
橋
英
一
・
村
山
正
英
・
田
辺
尚

二
議
員
の
四
人
が
質
問
に
た
ち
、

町
長
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
現
議
員
に
と
っ
て
は
最
後
の
｛
．
疋

例
会
と
な
り
、
九
月
の
改
選
を
待

つ
事
と
な
り
ま
す
。

（3）まつのやま

　
円
追
加
し
て
総
額
土
億
三
、
九

　
六
二
万
八
千
円
と
す
る
。

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
一
一
四
〇
万
九
千
円
を
追
加
し
総

　
額
こ
億
四
、
八
五
二
力
四
千
円

　
と
す
る
。

◎
補
正
予
算

　
　
　
　
（
新
年
度
分
）

▽
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
〇
〇
万
円
を
追
加
し
総
額
二

　
六
億
二
、
五
一
七
万
二
毛
円
と

　
す
る
。

▽
同
（
第
二
回
）

〇
三
、
八
O
八
万
五
千
円
を
追
加

　
し
て
総
額
二
六
億
六
、
三
二
五

　
万
七
千
円
と
す
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
一
回
）

o
事
業
勘
定
　
四
七
四
万
八
千
円

　
追
加
し
総
額
三
億
四
、
七
五
八

　
万
八
千
円
と
す
る
。

・
診
療
所
勘
定
　
四
六
万
九
千
円

　
追
加
し
総
額
二
億
二
、
四
三
九

　
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
補
．
正
予
算

　
（
第
一
回
）

〇
五
二
三
万
二
干
円
を
追
加
し
、

　
総
額
二
億
四
、
〇
四
三
万
円
と

　
す
る
。

▽
総
務
費

・
役
場
庁
舎
冷
房
．
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

o
大
松
…
の
官
行
造
林
分
収
権
購

　
人
費
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円

▽
民
生
費

o
介
護
手
当
・
敬
老
祝
金
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
…
し
O
万
円

・
児
童
ヂ
当
費
　

一
三
．
κ
万
円

o
ほ
く
ら
園
痴
呆
症
老
人
嚇
川
居

　
室
整
備
補
助
金
二
四
．
力
、
κ
千
円

▽
濃
林
水
産
業
費

o
大
厳
芋
牧
場
災
害
復
旧
．
L
骸
費

　
　
　
　
　
　
　
一
．
κ
O
．
〃
円

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
回
）

〇
七
一
万
八
千
円
追
加
し
、
総
額

　
五
、
五
て
五
万
三
千
円
と
す
る
。

o
森
林
紺
八
・
加
．
L
施
設
費
（
食
H
…

保
存
。
ハ
ッ
ク
器
繁
、
芝
O
Q
〃
円

Q
牛
ケ
鼻
浦
…
線
・
野
々
海
、
友
水

　
越
線
林
道
整
備
　
．
κ
四
〇
．
力
円

▽
商
．
L
費

o
ヌ
キ
ー
場
初
心
者
コ
ー
ス
拡
幅

　
工
喉
費
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
L
木
費

o
町
道
台
帳
作
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

o
町
道
修
繕
．
L
骸
一
〇
件

　
　
　
　
　
　
　
四
．
．
O
万
円

・
松
代
松
之
…
線
側
溝
修
繕
．
L
弱

　
　
　
　
　
　
　
↓
O
几
万
円

◎
昭
和
六
卜
一
年
度
農
業
共
済
事

　
業
決
算
が
審
議
さ
れ
、
三
、
ん

　
四
三
万
九
、
．
五
．
五
四
円
の
決
算

　
が
認
声
疋
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
引
き
上
げ

▽
農
業
委
貝
会
．
長
な
ど
｝
九
の
非

　
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用

　
弁
償
の
一
部
が
、
四
月
一
H
に

　
さ
か
の
ぼ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
た
だ

し
、
報
酬
が
月
額
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
七
月
一
H
か

ら
施
行
）

消
防
団
員
の
報
酬
も
ア
ッ
プ

（
年
額
）

　　O　▽　　　　O　　　　O　　　　O　　　　O　　　　O　▽

地川』災　川’　中　松　松＿学教
質道害　　　史　　　学　　 之　　　，ll黒校育
，調　大復　　　編　　　校　　　山　　　小　倉統費
査荒旧　　　さ　　　校　　　小　　 ｛本　・　合

委戸費　　ん　　舎　　校　　育三記
、詑小　　　 一費　　　4：，巽　兀　舎　　　館　省　念、

料谷　四全几修し1二　床）雰
　線　　　しイ本六∫壁 ・’1す一工 一業1
　　災　　　万で万　r　万費（⊃　1レ・子Ill

O害　　κ　　八事八増O増O助
万復　　　乎　　　f一’費　丁一　　万　　　万金
円　旧　　　円　　　円　　　円　　　円　　　IIj

　
変
．
史
に
よ
る
も
の
）

▽
．
工
事
請
負
契
約
の
変
．
史

Q
東
川
藤
倉
．
人
水
越
線
の
道
路
改

　
良
工
事
に
、
几
三
、
五
万
几
下
円

　
の
増
額
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
卓
を
購
人

o
第
二
機
動
隊
（
湯
本
）
の
ポ
ン

　
プ
を
更
新
。
　
（
几
二
〇
万
円
で

◎
予
算
関
係

　
　
　
（
旧
年
度
分
）

▽
昭
和
」
ハ
十
一
ん
牛
度
…
肌
取
ヘ
ム
計
補

　
亜
予
算
（
笛
し
回
）

〇
一
〇
一
万
．
κ
乎
円
追
加
し
て
総

　
額
一
一
．
κ
億
し
、
八
し
六
万
八
r

　
円
と
す
．

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
．
r
算
（
笛
四
回
）

o
骸
業
勘
戸
．
疋
　
．
ハ
．
四
六
万
し
看
円

　
追
加
し
総
額
三
億
瓦
、
O
、
二

　
万
几
千
円
と
す
る
。

・
診
療
所
勘
声
．
止
　
四
三
〇
万
一
、
一
千

　
高
田
丸
富
商
会
か
ら
購
人
）

▽
町
監
査
委
員
に
布
施
恒
利
さ
ん

　
（
黒
倉
）
を
選
任
。

o
任
期
満
了
に
よ
り
一
名
欠
員
と

　
な
る
町
監
査
員
（
学
識
経
験
者
）

　
に
布
施
恒
利
さ
ん
を
お
願
い
す

　
る
事
と
な
っ
た
。

暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議
案
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
続
発
し
っ
っ
あ
る
暴
力
行
為
に

対
し
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
そ
の

発
生
や
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
、

議
会
で
決
議
し
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
団
　
長
　
　
九
ヒ
、

o
副
団
、
長
　
　
し
．
五
、

o
団
正
副
部
．
長
四
八
、

o
分
団
長
　
　
三
三
、

二
〇
〇
円

四
〇
〇
円

五
〇
〇
円

O
O
O
円

・
副
分
団
．
長

・
部
　
．
長

・
班
　
長

・
団
　
貝

ノk　ノし　ノ又　辺し

志
ハ
○
○
円

出
パ
○
○
円

八
O
O
円

二
〇
〇
円

利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
町
営
駐
車
場
”

▽
診
療
所
下
の
町
営
駐
車
場
が
整

　
備
さ
れ
、
無
料
で
利
用
い
た
だ

　
け
ま
す
。
　
（
車
は
線
の
中
へ
き

　
ち
ん
と
駐
車
す
る
よ
う
に
）

▽
伝
染
病
患
者
の
医
療
等
に
関
す

　
る
事
務
が
、
八
月
一
日
よ
り
十

　
日
町
か
ら
南
魚
沼
郡
広
域
箏
務

　
組
合
に
委
託
変
更
さ
れ
ま
す
。

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
が

　
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
町
道
名

　　暴力追放に関する決議
　平和で明るく住みよい町づくりは、松

之山町民の強い願いである。

　しかしながら、最近県内に‘於ても関係

機関の努力にもかかわらず暴力行為は、

続発の傾向にある。

　高速交通時代を迎え、当町においても

暴力犯罪の発生が予想される。本議会は

いかなる暴力の存在も許さず、明るく平和

な町づくりに積極的に取組む決意である。

　よって、関係機関と一体となり、全町

民協力のもと、総力をあげて暴力の追放

運動を強力に推進する。

　以上、決議する。

昭和62年6月25日

　　　　松之山町議会
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九
十
五
年
の
歴
史
に
幕
が
！

部
落
の
寄
り
所
が
無
く
な
る
の
は

淋
し
い
．

松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
が
来

年
三
月
い
っ
ぱ
い
で
本
校
へ
統
八
・

す
る
事
と
な
り
、
そ
の
閉
校
記
へ
．
心

式
典
が
六
月
卜
四
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
．

こ
の
然
倉
分
校
は
、
明
治
二
卜

鯉
牽
、
浦
田
村
、
蒲
田
小
学
焦

馳
　
　
倉
分
校
と
し
て
開
校
以
来
几
十
．
五

　
　
年
の
伝
統
を
持
ち
、
こ
の
問
、
六

　
　
百
九
卜
三
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

　
　
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
㎜
部
落
で
一
校
を
ず
っ
と
構
え

　
　
て
い
た
の
は
松
之
山
で
も
黒
倉
が

　
　
最
後
で
、
几
卜
．
κ
年
の
歴
史
の
中

　
　
で
は
一
学
年
の
在
校
生
が
八
卜
六

　
　
名
を
数
え
た
雅
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

　
　
に
戸
数
・
人
日
が
減
少
し
、
現
在

　
　
の
在
校
生
は
几
名
と
な
っ
て
し
ま

　
　
い
、
本
校
舎
の
新
築
を
契
機
に
統

　
　
合
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
H
の
閉
校
式
は
、
時
期
と

　
　
す
れ
ば
ま
だ
U
ト
い
の
で
す
が
、
み

ん
な
が
一
番
集
ま
れ
る
時
に
と
い

う
喉
で
相
談
し
て
決
め
た
そ
う
で

す
。

閉
校
式
に
は
、
町
長
は
じ
め
町

会
議
員
、
旧
教
職
員
等
学
校
関
係

者
・
地
庵
黒
倉
住
民
・
卒
業
生
な

ど
百
四
卜
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、

体
育
館
い
っ
ば
い
の
人
で
し
た
。

本
山
教
育
長
の
開
式
の
、
．
．
．
H
葉
で

始
ま
っ
た
式
典
は
、
村
山
町
長
、

福
原
教
育
委
員
長
、
西
澤
松
之
山

小
学
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
同
窓
生
代
表
と
し
て
関
谷
茂

雄
氏
（
東
京
一
越
社
．
長
）
が
小
学

校
時
代
の
思
い
出
や
閉
校
に
対
す

る
淋
し
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
一
．
、
卜
八
年
か
ら

同
校
に
ず
っ
と
本
を
贈
り
続
け
て

来
た
外
川
文
庫
の
外
川
邦
チ
さ
ん

と
、
浦
川
地
区
協
議
会
に
対
し
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

閉
校
式
実
行
委
員
長
・
関
谷
勲

さ
ん
か
ら
統
八
・
ま
で
の
経
過
報
告

長年本を贈り続けてくれた参鱒学螺紛較開爆

外川さんに感謝状が、、

西沢松之山小学校長が子供たちに来年から
「元気に本校で勉強してください」と挨拶

（5）まつのやま

な
つ
か
し
い
先
生
の
顔

清
水
ハ
ル
ノ
先
生
が
当
時

の
思
い
出
を
語
る

黒倉分校最後の在校生　9人
新しい本校舎でも一生けん命頑張ってほしい！

が
あ
り
、
同
校
の
統
合
は
け
っ
し

て
暗
い
も
の
で
な
く
、
明
る
い
前

向
き
な
統
合
で
あ
る
と
考
え
て
い

右
と
い
う
報
舎
が
な
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
．
さ
よ
う
な
ら
黒
倉
分
校
”

と
い
う
題
で
、
児
竜
几
名
と
占
川
・

村
山
両
先
生
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
の
構
成
詩
の
発
表
が
あ

り
、
児
壁
一
人
／
＼
が
疋
気
よ
く

　
一
年
間
の
楽
し
か
っ
た
骸
や
苫
し

か
っ
た
雰
、
　
一
緒
に
育
て
て
来
た
－

ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
の
弱
、
新
し
い
学

校
へ
の
抱
負
な
ど
を
話
す
と
、
そ

の
せ
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

閉
校
と
い
う
胆
へ
の
感
慨
が
よ
り

饗
讐
．

一
層
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
．

式
典
は
そ
の
後
宴
会
に
移
り
、

前
松
之
山
小
学
校
長
の
．
平
原
栄
一
、

先
生
や
、
告
、
黒
倉
分
校
で
教
鞭

を
と
ら
れ
た
清
水
ハ
ル
／
先
生
が

思
い
…
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

閉
校
と
い
う
喉
は
、
そ
こ
に
在

学
す
る
児
竜
だ
け
で
な
く
部
落
や

地
区
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
八
’
後
、
色
々
な
影
響
が
出
て

来
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
．
し
か

し
、
そ
れ
に
負
け
ず
、
今
ま
で
以

L
に
チ
供
と
大
人
の
連
帯
を
深
め

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
．

前校長平原先生も出席された

宴会では松之山小学校の先生が全員で

“昂。を合唱して注目を集めた，，

．
辮
一
｛

』』、　躍“「■一讐』’　■■■凹嗣嗣

子供たちと先生方による構成詩の発表

“さようなら黒倉分校。

構成のすばらしさと素直な子供たちの

言葉に胸を熱く，した人も沢山いたよう

です。
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松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
閉
校
式

九
十
五
年
の
歴
史
に
幕
が
！

部
落
の
寄
り
所
が
無
く
な
る
の
は

淋
し
い
．

松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
が
来

年
三
月
い
っ
ぱ
い
で
本
校
へ
統
八
・

す
る
事
と
な
り
、
そ
の
閉
校
記
へ
．
心

式
典
が
六
月
卜
四
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
．

こ
の
然
倉
分
校
は
、
明
治
二
卜

鯉
牽
、
浦
田
村
、
蒲
田
小
学
焦

馳
　
　
倉
分
校
と
し
て
開
校
以
来
几
十
．
五

　
　
年
の
伝
統
を
持
ち
、
こ
の
問
、
六

　
　
百
九
卜
三
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

　
　
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
㎜
部
落
で
一
校
を
ず
っ
と
構
え

　
　
て
い
た
の
は
松
之
山
で
も
黒
倉
が

　
　
最
後
で
、
几
卜
．
κ
年
の
歴
史
の
中

　
　
で
は
一
学
年
の
在
校
生
が
八
卜
六

　
　
名
を
数
え
た
雅
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

　
　
に
戸
数
・
人
日
が
減
少
し
、
現
在

　
　
の
在
校
生
は
几
名
と
な
っ
て
し
ま

　
　
い
、
本
校
舎
の
新
築
を
契
機
に
統

　
　
合
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
H
の
閉
校
式
は
、
時
期
と

　
　
す
れ
ば
ま
だ
U
ト
い
の
で
す
が
、
み

ん
な
が
一
番
集
ま
れ
る
時
に
と
い

う
喉
で
相
談
し
て
決
め
た
そ
う
で

す
。

閉
校
式
に
は
、
町
長
は
じ
め
町

会
議
員
、
旧
教
職
員
等
学
校
関
係

者
・
地
庵
黒
倉
住
民
・
卒
業
生
な

ど
百
四
卜
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、

体
育
館
い
っ
ば
い
の
人
で
し
た
。

本
山
教
育
長
の
開
式
の
、
．
．
．
H
葉
で

始
ま
っ
た
式
典
は
、
村
山
町
長
、

福
原
教
育
委
員
長
、
西
澤
松
之
山

小
学
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
同
窓
生
代
表
と
し
て
関
谷
茂

雄
氏
（
東
京
一
越
社
．
長
）
が
小
学

校
時
代
の
思
い
出
や
閉
校
に
対
す

る
淋
し
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
一
．
、
卜
八
年
か
ら

同
校
に
ず
っ
と
本
を
贈
り
続
け
て

来
た
外
川
文
庫
の
外
川
邦
チ
さ
ん

と
、
浦
川
地
区
協
議
会
に
対
し
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

閉
校
式
実
行
委
員
長
・
関
谷
勲

さ
ん
か
ら
統
八
・
ま
で
の
経
過
報
告

長年本を贈り続けてくれた参鱒学螺紛較開爆

外川さんに感謝状が、、

西沢松之山小学校長が子供たちに来年から
「元気に本校で勉強してください」と挨拶

（5）まつのやま

な
つ
か
し
い
先
生
の
顔

清
水
ハ
ル
ノ
先
生
が
当
時

の
思
い
出
を
語
る

黒倉分校最後の在校生　9人
新しい本校舎でも一生けん命頑張ってほしい！

が
あ
り
、
同
校
の
統
合
は
け
っ
し

て
暗
い
も
の
で
な
く
、
明
る
い
前

向
き
な
統
合
で
あ
る
と
考
え
て
い

右
と
い
う
報
舎
が
な
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
．
さ
よ
う
な
ら
黒
倉
分
校
”

と
い
う
題
で
、
児
竜
几
名
と
占
川
・

村
山
両
先
生
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
の
構
成
詩
の
発
表
が
あ

り
、
児
壁
一
人
／
＼
が
疋
気
よ
く

　
一
年
間
の
楽
し
か
っ
た
骸
や
苫
し

か
っ
た
雰
、
　
一
緒
に
育
て
て
来
た
－

ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
の
弱
、
新
し
い
学

校
へ
の
抱
負
な
ど
を
話
す
と
、
そ

の
せ
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

閉
校
と
い
う
胆
へ
の
感
慨
が
よ
り

饗
讐
．

一
層
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
．

式
典
は
そ
の
後
宴
会
に
移
り
、

前
松
之
山
小
学
校
長
の
．
平
原
栄
一
、

先
生
や
、
告
、
黒
倉
分
校
で
教
鞭

を
と
ら
れ
た
清
水
ハ
ル
／
先
生
が

思
い
…
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

閉
校
と
い
う
喉
は
、
そ
こ
に
在

学
す
る
児
竜
だ
け
で
な
く
部
落
や

地
区
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
八
’
後
、
色
々
な
影
響
が
出
て

来
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
．
し
か

し
、
そ
れ
に
負
け
ず
、
今
ま
で
以

L
に
チ
供
と
大
人
の
連
帯
を
深
め

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
．

前校長平原先生も出席された

宴会では松之山小学校の先生が全員で

“昂。を合唱して注目を集めた，，

．
辮
一
｛

』』、　躍“「■一讐』’　■■■凹嗣嗣

子供たちと先生方による構成詩の発表

“さようなら黒倉分校。

構成のすばらしさと素直な子供たちの

言葉に胸を熱く，した人も沢山いたよう

です。
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イネミズゾウムシ

発生地域広がる〃
成虫表

　
町
で
は
、
六
月
四
日
「
イ
ネ
、
、
、

ズ
ゾ
ウ
ム
シ
」
の
発
生
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
業
改
良
普
及
所
、
町

内
各
農
協
の
協
力
を
得
て
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
調
査

で
は
町
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
成
虫
の

葉
の
食
害
の
外
、
幼
虫
も
根
に
被

害
を
及
ぼ
す
た
め
稲
の
減
収
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
昭

イネミズゾウムシ
　　　　　　　　　（1圃場連続50株調査による）

和
五
十
七
年
に
初
め
て
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
外
国
か
ら
の
侵
入
害

虫
と
し
て
ま
だ
実
態
の
わ
か
ら
な

い
点
も
多
く
、
当
町
も
発
生
動
向

に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
コ
ク

ゾ
ウ
ム
シ
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
、
や
や
茶
色
が
か
っ
た
灰
色
で

背
中
の
中
央
が
黒
み
が
か
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
水
田
に
も
侵
入
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

初
発
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
産
業

課
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

　
今
年
の
調
査
で
、
被
害
株
、
寄

生
成
虫
の
見
つ
か
っ
た
圃
場
は
次

の
と
お
り
で
す
．
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地　　　名
被害

株数

成虫
　数

地　　　　名
被害

株数

成虫
数

松之山字巳之下 4 1 浦田字宮田沖 50 14

〃　字向山 1 〃字中田沖 50 28

〃　字長坂 4 ”字濁り又 50 45

光間字深田 10 〃字改良大ノ田 50 3

新山字土橋 9 〃字薬師 48

〃字千法 4 〃字上之山 49 14

水梨字山田 31 〃字湯之島 50 18

〃字落合 13 1 〃字松の木改良 50 2
〃字松之木峯 4 〃字番屋 50 2
小谷字横道倉 2 1 〃字前田 8 1
大荒戸堀切 50 〃字田麦立 2 1
〃　字苗代田 2 〃字月池 1

松口字下原 9 1 〃字大倉山 3
湯山字フケ田 2 〃字坂中A 6
湯本字上湯 21 〃字坂中B 17

天水越栃倉 24 ”字西沢 18 2
天水島字大谷内 1 〃字上り口 1
藤倉字本村 4 〃字坪野 50

東川字向山 6 〃字西之前 50 16

下蝦池字上屋敷 7 〃字宮田 8
五十子平字山田 14 1 〃字チゴ池 5

浦田字前沖 50 20 〃字上天替 2
計　44地点 890 172

▽
七
月
二
十
三
日
（
木
）

○
午
後
一
時
～
三
時
三
十
分
ま
で

o
曽
根
・
新
田
・
上
之
山
・
北
浦

　
田
・
西
之
前
の
全
部

▽
七
月
三
十
一
日
（
金
）

○
午
前
九
時
三
十
分
～
午
前
十
二

時
ま
で

o
小
谷
の
一
部

　
　
　
　
　
　
東
北
電
力

　ぎ磐
憲嚢
婁騨

資
格
　
日
商
簿
記
三
級
以
上

年
齢
　
概
ね
三
五
歳
以
下

給
与
　
当
会
職
員
給
与
規
程

　
　
　
に
よ
る

応
募
締
切
　
七
月
二
十
日

応
募
方
法
　
履
歴
書
・
簿
記

　
　
　
　
合
格
書
持
参
、

　
　
　
　
現
雇
用
主
の
転

　
　
　
　
　
職
了
解
念
書

σ）まつのやま

　　　7月26日　実施

新
し
い
種
目
が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま
し
た
。

　
今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
る
、

”
町
民
体
育
大
会
”
が
、
し
月
二

十
六
H
（
日
）
松
之
山
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
‘

　
今
年
は
競
技
種
目
の
変
更
や
得

点
配
分
の
変
更
が
あ
り
、
勝
敗
の

予
想
も
つ
か
な
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
一
番
暑
い
時
期
で

す
が
多
く
の
町
民
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
変
史
に
な
っ
た
h
な
種
日
は
、

”
う
ず
ま
き
リ
レ
ー
”
が
な
く
な

り
“
ナ
イ
ス
ド
リ
ブ
ル
・
ナ
イ
ス

ス
ロ
ー
リ
レ
ー
”
に
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

を
使
川
し
て
足
で
蹴
っ
た
り
投
げ

た
り
す
る
も
の
で
す
が
、
ボ
ー
ル

が
細
長
い
の
で
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
進
ま
ず
お
も
し
ろ
い
種
目

で
す
．

町民体育大会プログラム

　
次
に
”
E
運
び
リ
レ
ー
”
’
が
な

く
な
り
、
一
組
－
r
人
で
飛
ぶ
”
長

縄
と
び
”
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
簡
単
そ
う
で
い
て
か
な
り
難
か

し
い
種
目
で
す
．
そ
の
他
、
小
学

生
や
中
；
高
校
生
の
フ
オ
ー
ク
ダ

ン
ス
に
変
わ
り
、
人
岡
サ
ッ
カ
ー

や
騎
馬
戦
な
ど
の
競
技
的
種
目
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
得
点
の
方
で
は
、
三
キ
ロ
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
得
点
対
象
か
ら
外
さ

れ
、
参
加
賞
が
全
貝
に
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
四
年
生

以
上
参
加
可
能
）

　
得
点
配
分
と
種
目
が
変
更
に
な

り
、
こ
の
所
連
勝
し
て
い
ぢ
松
里

チ
ー
ム
に
変
わ
る
地
区
が
出
る
か

ど
う
か
興
味
の
あ
な
と
こ
ろ
で
す
。

時　　間 種　　　　　　　目 時　　悶 種　　　　目

8：25～

　9：20
開　　会　　式

ll二50～

　12：00
一般100m走

9：30～

　9：50
真00m競争

12二〇〇～

　12：30
昼　　　　食

9：50～

10：00
紅白玉入れ

12：30～

　12：40

応　　　　援

（中学生全貝）

10二〇〇～

　10二30
3キロロードレース

12：40～

　13：10

頭脳綱引き

（中・高女 チ）

10＝05～

　10：30
幼児レース

騎鵬戦

（中・高男チ）

10：30～

　10：40

人間サッカー

（小学生1．2．3年）

13：10～

　13：30
綱引き

10：40～

　10二50

人間置換えリレー

（小学生4．5．6年）

13：30～

　13：40
長縄とび

10：50～

　ll：15
宝箱はこび

13：40～

　13：55
民謡踊り

11：15～

　11：25

ナイスドリブル

　ナイススローリレー

13：55～

　14：10
縄ないリレー

11＝25～

　12：00
砲丸投げ

14：10～

　14：50
男・女リレー

11：25～

　11：50
小・中　全員走 14：55～ 閉　　会　　式
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イネミズゾウムシ

発生地域広がる〃
成虫表

　
町
で
は
、
六
月
四
日
「
イ
ネ
、
、
、

ズ
ゾ
ウ
ム
シ
」
の
発
生
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
業
改
良
普
及
所
、
町

内
各
農
協
の
協
力
を
得
て
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
調
査

で
は
町
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
成
虫
の

葉
の
食
害
の
外
、
幼
虫
も
根
に
被

害
を
及
ぼ
す
た
め
稲
の
減
収
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
昭

イネミズゾウムシ
　　　　　　　　　（1圃場連続50株調査による）

和
五
十
七
年
に
初
め
て
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
外
国
か
ら
の
侵
入
害

虫
と
し
て
ま
だ
実
態
の
わ
か
ら
な

い
点
も
多
く
、
当
町
も
発
生
動
向

に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
コ
ク

ゾ
ウ
ム
シ
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
、
や
や
茶
色
が
か
っ
た
灰
色
で

背
中
の
中
央
が
黒
み
が
か
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
水
田
に
も
侵
入
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

初
発
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
産
業

課
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

　
今
年
の
調
査
で
、
被
害
株
、
寄

生
成
虫
の
見
つ
か
っ
た
圃
場
は
次

の
と
お
り
で
す
．
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地　　　名
被害

株数

成虫
　数

地　　　　名
被害

株数

成虫
数

松之山字巳之下 4 1 浦田字宮田沖 50 14

〃　字向山 1 〃字中田沖 50 28

〃　字長坂 4 ”字濁り又 50 45

光間字深田 10 〃字改良大ノ田 50 3

新山字土橋 9 〃字薬師 48

〃字千法 4 〃字上之山 49 14

水梨字山田 31 〃字湯之島 50 18

〃字落合 13 1 〃字松の木改良 50 2
〃字松之木峯 4 〃字番屋 50 2
小谷字横道倉 2 1 〃字前田 8 1
大荒戸堀切 50 〃字田麦立 2 1
〃　字苗代田 2 〃字月池 1

松口字下原 9 1 〃字大倉山 3
湯山字フケ田 2 〃字坂中A 6
湯本字上湯 21 〃字坂中B 17

天水越栃倉 24 ”字西沢 18 2
天水島字大谷内 1 〃字上り口 1
藤倉字本村 4 〃字坪野 50

東川字向山 6 〃字西之前 50 16

下蝦池字上屋敷 7 〃字宮田 8
五十子平字山田 14 1 〃字チゴ池 5

浦田字前沖 50 20 〃字上天替 2
計　44地点 890 172

▽
七
月
二
十
三
日
（
木
）

○
午
後
一
時
～
三
時
三
十
分
ま
で

o
曽
根
・
新
田
・
上
之
山
・
北
浦

　
田
・
西
之
前
の
全
部

▽
七
月
三
十
一
日
（
金
）

○
午
前
九
時
三
十
分
～
午
前
十
二

時
ま
で

o
小
谷
の
一
部

　
　
　
　
　
　
東
北
電
力

　ぎ磐
憲嚢
婁騨

資
格
　
日
商
簿
記
三
級
以
上

年
齢
　
概
ね
三
五
歳
以
下

給
与
　
当
会
職
員
給
与
規
程

　
　
　
に
よ
る

応
募
締
切
　
七
月
二
十
日

応
募
方
法
　
履
歴
書
・
簿
記

　
　
　
　
合
格
書
持
参
、

　
　
　
　
現
雇
用
主
の
転

　
　
　
　
　
職
了
解
念
書

σ）まつのやま

　　　7月26日　実施

新
し
い
種
目
が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま
し
た
。

　
今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
る
、

”
町
民
体
育
大
会
”
が
、
し
月
二

十
六
H
（
日
）
松
之
山
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
‘

　
今
年
は
競
技
種
目
の
変
更
や
得

点
配
分
の
変
更
が
あ
り
、
勝
敗
の

予
想
も
つ
か
な
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
一
番
暑
い
時
期
で

す
が
多
く
の
町
民
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
変
史
に
な
っ
た
h
な
種
日
は
、

”
う
ず
ま
き
リ
レ
ー
”
が
な
く
な

り
“
ナ
イ
ス
ド
リ
ブ
ル
・
ナ
イ
ス

ス
ロ
ー
リ
レ
ー
”
に
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

を
使
川
し
て
足
で
蹴
っ
た
り
投
げ

た
り
す
る
も
の
で
す
が
、
ボ
ー
ル

が
細
長
い
の
で
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
進
ま
ず
お
も
し
ろ
い
種
目

で
す
．

町民体育大会プログラム

　
次
に
”
E
運
び
リ
レ
ー
”
’
が
な

く
な
り
、
一
組
－
r
人
で
飛
ぶ
”
長

縄
と
び
”
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
簡
単
そ
う
で
い
て
か
な
り
難
か

し
い
種
目
で
す
．
そ
の
他
、
小
学

生
や
中
；
高
校
生
の
フ
オ
ー
ク
ダ

ン
ス
に
変
わ
り
、
人
岡
サ
ッ
カ
ー

や
騎
馬
戦
な
ど
の
競
技
的
種
目
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
得
点
の
方
で
は
、
三
キ
ロ
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
得
点
対
象
か
ら
外
さ

れ
、
参
加
賞
が
全
貝
に
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
四
年
生

以
上
参
加
可
能
）

　
得
点
配
分
と
種
目
が
変
更
に
な

り
、
こ
の
所
連
勝
し
て
い
ぢ
松
里

チ
ー
ム
に
変
わ
る
地
区
が
出
る
か

ど
う
か
興
味
の
あ
な
と
こ
ろ
で
す
。

時　　間 種　　　　　　　目 時　　悶 種　　　　目

8：25～

　9：20
開　　会　　式

ll二50～

　12：00
一般100m走

9：30～

　9：50
真00m競争

12二〇〇～

　12：30
昼　　　　食

9：50～

10：00
紅白玉入れ

12：30～

　12：40

応　　　　援

（中学生全貝）

10二〇〇～

　10二30
3キロロードレース

12：40～

　13：10

頭脳綱引き

（中・高女 チ）

10＝05～

　10：30
幼児レース

騎鵬戦

（中・高男チ）

10：30～

　10：40

人間サッカー

（小学生1．2．3年）

13：10～

　13：30
綱引き

10：40～

　10二50

人間置換えリレー

（小学生4．5．6年）

13：30～

　13：40
長縄とび

10：50～

　ll：15
宝箱はこび

13：40～

　13：55
民謡踊り

11：15～

　11：25

ナイスドリブル

　ナイススローリレー

13：55～

　14：10
縄ないリレー

11＝25～

　12：00
砲丸投げ

14：10～

　14：50
男・女リレー

11：25～

　11：50
小・中　全員走 14：55～ 閉　　会　　式
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膨
　

五
月
旱
日
と
三
＋
酉
の
二

心
　
　
日
問
野
雲
農
△
揖

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
町
内
外
か
ら
愛
鳥
家
五
骨
人

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
が
参
加
し
て
バ
ー
ド
ウ
ス
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ン
ワ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
日
の
野
鳥
集
会
に
は
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
板
倉
町
の
中
島
公
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
を
招
き
、
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
て
鳥
の
名
前
や
生
態
な
ど
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
て
話
し
ム
ロ
い
が
行
わ
れ
、
翌
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
探
鳥
会
に
向
け
て
み
ん
な
で
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
　
会
を
し
ま
し
た
。

松
之
山
野
鳥
集
会
と
探
鳥
会

　
三
十
　
日
の
早
朝
（
午
前
四
時

半
）
、
堺
松
か
ら
松
口
の
美
人
林

に
向
け
て
の
コ
ー
ス
で
探
鳥
く
云
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
録
は
ヌ
候
に

恵
ま
れ
絶
妬
の
探
鳥
会
臼
和
の
中
、

参
加
者
た
ち
は
眠
い
目
を
．
」
◎
り

な
が
ら
、
｝
羽
で
も
多
く
の
鳥
を

見
よ
う
と
一
生
懸
命
で
し
た
。

　
太
陽
が
上
る
に
つ
れ
鳥
た
ち
の

活
動
も
活
発
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん

と
美
し
い
姿
や
嶋
き
声
を
見
聞
き

腰職、、、

鵬蕉。
　　　残念ながら屋内での開会式となった（三省

出
来
る
よ
う
に
な
る
と
眠
気
も
ど

．
隻

か
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
探
鳥
会
で
は
、
ノ
ジ

］
や
イ
カ
ル
・
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
・

リ
シ
八
な
ど
三
十
四
樽
類
の
鳥
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
松

之
山
闘
の
馬
“
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
”

は
つ
い
に
現
わ
れ
ず
、
そ
の
数
の

減
少
が
気
に
な
る
所
で
弓
。

　
み
な
さ
ん
も
、
来
葺
は
是
非
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

「あっ　あそこの枝に

　　　　　　　ホオジロがいる」

2
梅
雨
の
中
、
各
地
区
で
運
動
会
が
行
わ
れ
る

　
八
月
二
十
』
日
の
日
曜
日
、
松

里
地
区
を
除
．
ζ
＼
全
地
区
で
勇
の
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
．
」
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
、
外
で
や
る
郭
が
出
来
な
い
状

態
で
、
ど
の
学
校
で
も
体
肴
館
の

中
で
実
施
し
た
よ
う
で
◎
。

　
〈
ラ
a
が
巖
後
と
な
る
三
省
小
学

校
で
も
「
何
と
か
外
で
思
っ
き
り

に
ぎ
や
か
に
ゃ
り
た
い
凶
と
い
う

願
い
が
天
に
通
じ
ず
本
当
に
残
念

ぐ
、
子
供
た
ら
が
呵
哀
い
そ
う
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も

、
体
台
館
の

印
で
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
詠
で
参

鋭
し
て
、
に
ざ
や
か
な
運
動
会
斉

行
い
ま
し
た
。

　
、
」
れ
か
ら
七
月
＝
博
八
日
の
腿

民
体
育
大
会
に
向
け
C
、
各
地
区

と
も
練
習
・
応
援
に
と
熱
の
八
つ

た
沽
動
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
い

ま
弓
。
で
も
、
く
れ
ご
、
れ
も
つ
ガ

な
ど
し
な
い
よ
う
沿
憩
し
（
ト
さ

い
，

白組ガンバレー　（三省小）

バードウォッチングを楽しむ参加者

砥
，
p
属
興

擁

到
刻

で
県
の
婦
人
連
盟
の
総
会
開
催

　
今
年
で
四
十
一
回
目
を
迎
え
た

新
潟
県
婦
人
連
盟
の
総
会
が
六
月

十
八
日
、
松
之
山
町
民
体
脅
館
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
、
県
内
全

域
か
ら
ハ
百
名
の
婦
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
婦
人
会
の
組
織
そ
の
も
の
が
弱

体
化
傾
向
に
あ
る
中
で
、
県
規
模

の
総
会
が
松
之
山
町
で
開
催
さ
れ

る
の
は
初
め
て
で
受
け
入
れ
準
備

が
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
◎
。

　
総
会
は
加
藤
理
郭
長
の
あ
い
さ

つ
に
始
ま
り
、
君
県
知
事
の
代
理

と
し
て
出
席
さ
れ
た
田
中
県
教
喬

長
と
地
元
の
村
山
町
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
、
議
事
・
昼
食
・

記
念
講
演
が
行
わ
れ
￥
午
後
二
時

三
十

分
終
了
し
ま
し
た
。

　
下
越
・
佐
渡
地
区
の
婦
人
二
百

名
程
は
前
臼
に
来
町
し
、
温
泉
に

宿
泊
さ
れ
た
の
で
ず
が
そ
の
他
の

方
は
日
帰
り
の
た
め
、
少
し
あ
わ

た
だ
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

（9）まつのやま

4
松
之
山
を
美
し
い
町
に
し
よ
う
”
花
い
つ
ば
い
運
動
”

商店街の店先には美しい花の咲いた

プランタがありますよ！

動

総会の後で「地域の活性化と婦人

の役割をさぐる」という題で講演が

　
商
工
会
肯
年
部
・
婦
人
部
が
中

心
と
な
っ
て
、
こ
の
美
し
い
町
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
行
く
た

め
、
“
美
化
運
動
”
に
取
り
組
む
事

に
な
り
、
次
の
三
つ
を
実
施
す
る

計
画
を
豆
て
ま
し
た
。

一
、
花
い
っ
ば
い
運
動
。
二
、
空

き
缶
等
投
げ
捨
て
禁
止
の
看
板
設

置
。
三
、
標
語
の
募
集
。

　
ま
つ
は
、
　
』
つ
目
の
“
花
い
っ

ば
い
運
動
”
を
実
施
す
る
事
に
な

り
、
松
之
山
商
店
街
と
温
泉
地
区

に
「
美
し
い
町
つ
く
り
」
と
書
か

れ
た
フ
ラ
ン
9
と
花
の
苗
を
配
っ

て
、
店
の
前
な
ど
に
飾
っ
て
も
ら

い
、
町
民
や
観
光
客
に
美
し
い
花

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。
買
い
物
な
ど
に
行
か
れ

た
と
き
は
、
店
先
を
見
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
美
し
い
花
で
い
っ
ば

い
で
す
か
ら
。

　
こ
の
よ
う
な
美
化
運
動
を
実
施

す
る
一
．
し
と
に
よ
り
、
町
民
の
文
化

向
上
と
、
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち

や
豊
か
な
心
が
、
少
し
で
も
町
民

の
中
に
育
っ
て
行
く
事
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
“
美
化
運
動
”
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

、
牲　｝桝

r「
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区

と
も
練
習
・
応
援
に
と
熱
の
八
つ

た
沽
動
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
い

ま
弓
。
で
も
、
く
れ
ご
、
れ
も
つ
ガ

な
ど
し
な
い
よ
う
沿
憩
し
（
ト
さ

い
，

白組ガンバレー　（三省小）

バードウォッチングを楽しむ参加者

砥
，
p
属
興

擁

到
刻

で
県
の
婦
人
連
盟
の
総
会
開
催

　
今
年
で
四
十
一
回
目
を
迎
え
た

新
潟
県
婦
人
連
盟
の
総
会
が
六
月

十
八
日
、
松
之
山
町
民
体
脅
館
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
、
県
内
全

域
か
ら
ハ
百
名
の
婦
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
婦
人
会
の
組
織
そ
の
も
の
が
弱

体
化
傾
向
に
あ
る
中
で
、
県
規
模

の
総
会
が
松
之
山
町
で
開
催
さ
れ

る
の
は
初
め
て
で
受
け
入
れ
準
備

が
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
◎
。

　
総
会
は
加
藤
理
郭
長
の
あ
い
さ

つ
に
始
ま
り
、
君
県
知
事
の
代
理

と
し
て
出
席
さ
れ
た
田
中
県
教
喬

長
と
地
元
の
村
山
町
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
、
議
事
・
昼
食
・

記
念
講
演
が
行
わ
れ
￥
午
後
二
時

三
十

分
終
了
し
ま
し
た
。

　
下
越
・
佐
渡
地
区
の
婦
人
二
百

名
程
は
前
臼
に
来
町
し
、
温
泉
に

宿
泊
さ
れ
た
の
で
ず
が
そ
の
他
の

方
は
日
帰
り
の
た
め
、
少
し
あ
わ

た
だ
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

（9）まつのやま

4
松
之
山
を
美
し
い
町
に
し
よ
う
”
花
い
つ
ば
い
運
動
”

商店街の店先には美しい花の咲いた

プランタがありますよ！

動

総会の後で「地域の活性化と婦人

の役割をさぐる」という題で講演が

　
商
工
会
肯
年
部
・
婦
人
部
が
中

心
と
な
っ
て
、
こ
の
美
し
い
町
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
行
く
た

め
、
“
美
化
運
動
”
に
取
り
組
む
事

に
な
り
、
次
の
三
つ
を
実
施
す
る

計
画
を
豆
て
ま
し
た
。

一
、
花
い
っ
ば
い
運
動
。
二
、
空

き
缶
等
投
げ
捨
て
禁
止
の
看
板
設

置
。
三
、
標
語
の
募
集
。

　
ま
つ
は
、
　
』
つ
目
の
“
花
い
っ

ば
い
運
動
”
を
実
施
す
る
事
に
な

り
、
松
之
山
商
店
街
と
温
泉
地
区

に
「
美
し
い
町
つ
く
り
」
と
書
か

れ
た
フ
ラ
ン
9
と
花
の
苗
を
配
っ

て
、
店
の
前
な
ど
に
飾
っ
て
も
ら

い
、
町
民
や
観
光
客
に
美
し
い
花

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。
買
い
物
な
ど
に
行
か
れ

た
と
き
は
、
店
先
を
見
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
美
し
い
花
で
い
っ
ば

い
で
す
か
ら
。

　
こ
の
よ
う
な
美
化
運
動
を
実
施

す
る
一
．
し
と
に
よ
り
、
町
民
の
文
化

向
上
と
、
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち

や
豊
か
な
心
が
、
少
し
で
も
町
民

の
中
に
育
っ
て
行
く
事
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
“
美
化
運
動
”
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

、
牲　｝桝

r「
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0
人
が
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レ
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ジ

　
去
年
の
十
月
十
日
に
実
施
し
た

健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
続
き
￥
第
二
回

目
の
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
六

月
二
十
七
臼
（
士
）
の
午
後
行
わ

れ
，
四
歳
の
幼
児
か
ら
五
十
歳
以

上
の
方
ま
で
三
〇
〇
人
が
参
加
し

て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
町
公
民
館
と
走
友
会
が
中
心
と

な
っ
て
の
こ
の
大
△
奈
健
康
俘
り

と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ー
ム
の
影
響
も

あ
っ
て
か
参
加
者
も
多
く
、
な
か

な
か
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
大
会
は
、
町
民
体
育
館
前
か
ら

巳
之
下
線
を
使
っ
て
の
ニ
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
小
学
生
低
学

年
と
一
般
の
人
㌔
高
学
年
と
中
学

生
と
い
う
二
班
に
分
れ
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命
順
位
と
記
録
を
目
指

す
人
。
記
録
よ
り
も
楽
し
く
完
走

し
よ
う
と
い
う
人
。
親
子
で
手
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
走
る
人
と
9
イ
ブ

は
色
々
で
す
が
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン

ら
し
く
緊
張
感
と
ほ
ほ
え
ま
し
さ

が
入
り
交
じ
つ
た
大
会
で
し
た
。

　
年
内
に
第
三
回
目
の
大
会
も
計

画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
o
走
っ

て
み
よ
う
と
い
う
万
は
是
非
、
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ψ
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毎
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癬纏慧…

　幼児から大人まで300人が参加した

　健康マラソン

きき

むし歯のない子大好き！

　6月号でも紹介しましたが、3歳児で“むし歯、、の

ない子二人を紹介します。

上之山　　　　　　　東　川

丸山奈保ちゃん　　小野塚裕美ちゃん
　　（母　いずみさん）　　　　（母　喜美子さん）

　　訂正・お詫び
　　6月り’の中で、むし歯のないf一供を紹介しまし

　たが、その中でL鰍池の小野塚ふさチさんのゴー供

　o）名前が、誤って掲載されておりました。

　　夏織ちゃん（3歳）が」liしいので、、汀卍してむ

　詫びします，，

「サマージャンボ宝くじ」

　　　　　　　申込受付中！

　「サマージャンボ宝くじ」（市川』村振興康1くじ）の賞金は

1等5r万IIlで、前後賞とあわせて8f・川ll、さらに、次

の特別’賞が川意されています，、

O高級外IFも買えるテ“ラックク　・カー賞　（800ノ∫I　I　l）　720

　本

Oお好きな1ドが買えるファミリー・カー賞（300万IIl）2，400

　本など。

　この宝くじの収益金は、イヤ匡1の市区町’村の災害対策と明

るく住みよい街づくり等に硬われます。

◎予約巾込期問

　7月15H～7月2411まで　（当H？肖印イj』効）

◎1な約申込先

　①全国宝くじ売場で「予約券」交付中

　②往復ハガキで〒100束京中央郵便局㌃胃置第一勧業銀

　　行宝くじ部へ申込。表に赤で「宝くじ」と書き、裏に

　　「サマージャンボ」と書いて下さい。

◎予約券　ハガキで1人20枚まで予約できます。

01）まつのやま

第
三
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
松
之
山
町
商
工
会
青
年
部
が
主

催
す
る
”
第
三
回
町
民
つ
な
引
き

大
会
”
が
、
七
月
二
十
二
日
の
水

曜
日
に
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
．

　
回
を
重
ね
る
た
び
に
盛
大
と
な

っ
て
い
る
こ
の
大
会
で
す
が
、
前

回
は
上
位
を
女
性
チ
ー
ム
が
独
占

し
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
反
省
を

踏
ま
え
て
人
数
を
少
し
変
更
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
結
果
が

出
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

　
さ
て
、
こ
の
大
会
の
魅
力
は
何

と
い
っ
て
も
豪
華
な
商
・
冊
優
勝

す
る
と
五
万
円
の
商
品
券
が
も
ら

　　これが理想のフォームだ！

身体の後方一講

の限界の軸
　　　　　　　匹　　40～600

　　　　　4、1，
　　　　　　　　、　 、、

　　　　　100～1200

　　　　　　　　　　　　げ熔
　／　／　／　／　／　／　／　／　／　／　／

　他のスポーツ同様、綱引きでも
　　　　　　　　　　　　　‘）　　o・　　　　・▽けブご　をえ基本フォームがきわめて重要だ。　問ム五申参限にロム十実るけ参作ま
競技が始まったら、一気に腰を落　いを時し加と限以出八施とで加りす
して、・一プを脇にはさみこむ。鏡薯誇璽．1．描醗脳．琉イ41
両足のカカトを軸に脚を伸ばし、　は）oはチQ三構手、L　ま分なし間
背筋を使って上体を後方にそらし　商　一’1　人成八の　玄楽いてを
　　　　。 　　　　　工、　 先七ム　と　。人者　　 し方み誘ながらローフを引く・このとき上　会　着月二　し女・で　　んはてつ
体は、後方へ体を倒す限界の軸か　　ま　　二七　r　　体性五　　’　　　で観　く　て

ら約4・一6・度の触を保つのが理て才胆鶏ε；　晃鵯一†
想的だ。　　　　　　　　　　　　　　　　1後　　　　制ムキ　1　　　　だる　隠ム

松之山町

青年バレーボール大会

優勝は青年排球クラブ

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
松
之
山
町

九
人
制
背
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、
六
月
十
四
日
の
日
曜
日
仁
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
六
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会

で
す
が
、
年
々
参
加
チ
ー
ム
が
少

な
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
淋
し

い
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
今
回
参

加
し
た
六
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

大
の
バ
レ
i
好
き
ば
か
り
。
　
一

戦
一
戦
熱
の
入
っ
た
好
ゲ
ー
ム
が

続
き
、
チ
ー
ム
数
の
少
な
さ
な
ん

て
少
し
も
感
じ
さ
せ
な
い
大
会
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
は
三
チ
ー
ム
ず
つ
に
分
れ

て
の
リ
ー
グ
戦
で
予
選
を
行
い
、

上
位
ニ
チ
ー
ム
ず
つ
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
っ
た
結
果
、
青

年
排
球
ク
ラ
ブ
が
壮
年
排
球
ク
ラ

ブ
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
o
．

▽
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三二優
位位勝
青
年
排
球
ク
ラ
ブ

壮
年
排
球
ク
ラ
ブ

の
り
ち
ゃ
ん
ず

布
川
A
チ
ー
ム

を会社

明るくする運動

　
毎
年
七
月
は
”
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
の
月
問
で
す
。

　
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
・
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
に
暖
か
い
愛
の
手
を

さ
し
の
べ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運

動
で
す
．

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
　
「
地
域

活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行

防
止
と
更
生
の
援
助
」
で
す
。

　
総
務
庁
主
唱
の
「
青
少
年
を
非

行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
の

行
事
と
相
互
に
連
携
を
と
り
な
が

ら
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
家
庭
・
学
校
・
職
場
か

ら
非
行
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
に

一
人
／
＼
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。　
ま
た
、
不
幸
に
し
て
非
行
に
陥

っ
た
少
年
の
更
正
を
援
助
し
ま
し

ょ
う
。

「
防
ご
う
非
行

　
　
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

　
　
　
　
法
務
省
・
新
潟
県
・
県

　
　
　
　
市
長
会
・
県
町
村
会
・

　
　
　
　
東
頸
城
地
区
保
護
司
会
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す
．

　
回
を
重
ね
る
た
び
に
盛
大
と
な

っ
て
い
る
こ
の
大
会
で
す
が
、
前

回
は
上
位
を
女
性
チ
ー
ム
が
独
占

し
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
反
省
を

踏
ま
え
て
人
数
を
少
し
変
更
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
結
果
が

出
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

　
さ
て
、
こ
の
大
会
の
魅
力
は
何

と
い
っ
て
も
豪
華
な
商
・
冊
優
勝

す
る
と
五
万
円
の
商
品
券
が
も
ら

　　これが理想のフォームだ！

身体の後方一講

の限界の軸
　　　　　　　匹　　40～600

　　　　　4、1，
　　　　　　　　、　 、、

　　　　　100～1200

　　　　　　　　　　　　げ熔
　／　／　／　／　／　／　／　／　／　／　／

　他のスポーツ同様、綱引きでも
　　　　　　　　　　　　　‘）　　o・　　　　・▽けブご　をえ基本フォームがきわめて重要だ。　問ム五申参限にロム十実るけ参作ま
競技が始まったら、一気に腰を落　いを時し加と限以出八施とで加りす
して、・一プを脇にはさみこむ。鏡薯誇璽．1．描醗脳．琉イ41
両足のカカトを軸に脚を伸ばし、　は）oはチQ三構手、L　ま分なし間
背筋を使って上体を後方にそらし　商　一’1　人成八の　玄楽いてを
　　　　。 　　　　　工、　 先七ム　と　。人者　　 し方み誘ながらローフを引く・このとき上　会　着月二　し女・で　　んはてつ
体は、後方へ体を倒す限界の軸か　　ま　　二七　r　　体性五　　’　　　で観　く　て

ら約4・一6・度の触を保つのが理て才胆鶏ε；　晃鵯一†
想的だ。　　　　　　　　　　　　　　　　1後　　　　制ムキ　1　　　　だる　隠ム

松之山町

青年バレーボール大会

優勝は青年排球クラブ

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
松
之
山
町

九
人
制
背
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、
六
月
十
四
日
の
日
曜
日
仁
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
六
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会

で
す
が
、
年
々
参
加
チ
ー
ム
が
少

な
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
淋
し

い
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
今
回
参

加
し
た
六
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

大
の
バ
レ
i
好
き
ば
か
り
。
　
一

戦
一
戦
熱
の
入
っ
た
好
ゲ
ー
ム
が

続
き
、
チ
ー
ム
数
の
少
な
さ
な
ん

て
少
し
も
感
じ
さ
せ
な
い
大
会
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
は
三
チ
ー
ム
ず
つ
に
分
れ

て
の
リ
ー
グ
戦
で
予
選
を
行
い
、

上
位
ニ
チ
ー
ム
ず
つ
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
っ
た
結
果
、
青

年
排
球
ク
ラ
ブ
が
壮
年
排
球
ク
ラ

ブ
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
o
．

▽
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三二優
位位勝
青
年
排
球
ク
ラ
ブ

壮
年
排
球
ク
ラ
ブ

の
り
ち
ゃ
ん
ず

布
川
A
チ
ー
ム

を会社

明るくする運動

　
毎
年
七
月
は
”
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
の
月
問
で
す
。

　
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
・
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
に
暖
か
い
愛
の
手
を

さ
し
の
べ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運

動
で
す
．

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
　
「
地
域

活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行

防
止
と
更
生
の
援
助
」
で
す
。

　
総
務
庁
主
唱
の
「
青
少
年
を
非

行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
の

行
事
と
相
互
に
連
携
を
と
り
な
が

ら
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
家
庭
・
学
校
・
職
場
か

ら
非
行
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
に

一
人
／
＼
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。　
ま
た
、
不
幸
に
し
て
非
行
に
陥

っ
た
少
年
の
更
正
を
援
助
し
ま
し

ょ
う
。

「
防
ご
う
非
行

　
　
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

　
　
　
　
法
務
省
・
新
潟
県
・
県

　
　
　
　
市
長
会
・
県
町
村
会
・

　
　
　
　
東
頸
城
地
区
保
護
司
会
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松
之
山
町
史
編
さ
ん

　
今
年
度
か
ら
松
之
山
町
史
の
編

さ
ん
に
取
り
組
む
こ
と
は
前
の
広

報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

そ
の
編
さ
ん
事
業
に
当
た
っ
て
い

た
だ
く
委
員
に
、
表
の
よ
う
な
方

々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。
　
（
四
月
八
日
付
）

町
史
編
集
の

　
　
　
基
本
的
事
項

　
編
集
に
は
、
町
民
の
理
解
と
協

力
を
求
め
次
の
方
針
に
よ
り
編
集

す
る
．

e
通
史
を
基
本
と
し
自
然
編
・
歴

　
史
編
を
通
じ
全
一
巻
と
す
る
。

　
（
方
よ
そ
一
〇
〇
〇
p
）

口
町
の
原
始
・
古
代
か
ら
現
代
に

，
－
お
け
る
発
展
過
程
を
明
ら
か
に

　
し
、
日
本
史
の
流
れ
の
中
に
町

　
の
位
置
づ
け
を
す
る
。
特
に
近

　
世
末
期
か
ら
近
代
に
関
す
る
分

　
野
に
重
点
を
お
く
。

ω
昭
和
六
十
二
年
か
ら
昭
和
六
十

　
六
年
の
五
ケ
年
間
を
目
途
と
す

　
る
。

〉町史編さん委員（敬称略）〉町史輩修者・編集委員

氏　　　名 職　　　　　名

村山　政光 松之山町長

田辺　誠二 〃　　助役

久保田正敏 〃　　総務課長

佐藤　大治 〃　　議会議長

福原　一雄 〃　　教育委員長

本山　秀昭 〃　　教育長

相沢　達雄 〃　　文化協会長

佐藤　利幸 〃　文化財委員

小野塚　正 〃　　　　　　　　〃

久保田好郎 学識経験者

西沢　礼二 〃

以　上　　　　　11　名

委員名 氏　　　名 担　　　　任
監　　修 中村　辛一 歴　　史　　編
〃 菅野　三郎 自・然　　編

編集委員 泰　　繁治 考古　原始
〃 平野　団三 古代　中世
〃 関谷　哲郎 近　　　　世
〃 太田　一成 〃

〃 本山　松郎 近　　　　代
〃 佐藤　啓治 〃

〃 久保田好郎 現　　　　代
〃 加藤　宏一 〃

〃 金子　潤次 〃

〃 本山　幸一 民　　　　俗
〃 平原　栄二 自　　　　然
〃 相沢　和夫 温泉　その他

以　　　上 12　名

町史編さん

　だより

No．1

坪
野
・
村
山
幸
蔵
さ
ん
か
ら
天

和
の
検
地
帳
の
正
本
が
資
料
と
し

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
検
地
に
よ
る
と
、

田
　
四
＋
一
筆
で
七
反
五
畝
二
＋

　
七
歩

　
（
内
訳
）

o
上
田
　
五
筆
　
四
畝
九
歩

・
中
田
　
十
五
筆
　
四
反
四
畝
九

　
　
　
歩

o
下
田
　
十
三
筆
　
一
反
九
畝
三

　
　
　
歩

o
下
々
田
　
八
筆
　
八
畝
六
歩

畑
　
百
二
＋
四
筆
で
一
町
一
反
六

　
畝
歩

　
（
内
訳
）
・

o
上
畑
　
一
七
筆
　
一
反
三
畝
一

　
　
　
六
歩

o
中
畑
　
三
二
筆
　
二
反
六
畝
二

　
　
　
八
歩

o
下
畑
　
二
五
筆
　
一
反
三
畝
二

　
　
　
二
歩

・
下
々
田
　
四
筆
　
一
反
一
〇
歩

o
山
畑
　
三
八
筆
　
四
反
五
畝
歩

o
家
敷
　
八
筆
　
　
六
畝
一
四
歩

▽
切
替
畑
四
三
筆
六
反
一
畝

　
　
　
　
二
一
歩

▽
青
芋
畑
　
五
三
筆
　
二
反
七
畝

　
　
　
　
四
歩

　
こ
の
合
計
石
高
　
一
六
石
三
斗

二
升
八
合
．

当
時
は
田
の
面
積
が
少
く
、
畑

が
多
い
の
で
生
活
や
環
境
が
忍
ば

れ
る
。

　
天
空
撃
　
　

翁
　
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検

越
霧
纏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供

　
　
　
　
　
　
　
　
蔓
　
　
　
提

　
豊
β
　
　
4
望
瓠

保険料の免除申請は

7月末日までに！

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
（
月
額

七
、
四
〇
〇
円
）
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
保
険
料
を
納
め
ず
に
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
そ
の
期

間
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
の
で
、
将
来
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
足
り
な
く
な
り
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起

こ
り
ま
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
の
納
入
が
困
難
な
人
は
、
本

人
の
巾
請
に
よ
与
要
件
に
該
当
す

れ
ば
保
険
料
の
納
入
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
こ
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る

資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

（
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
三
分
の
一
）

　
く
わ
し
い
内
容
や
手
続
き
の
方

法
を
知
り
た
い
方
は
、
役
場
年
金

係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

咳害

姦
叢
イ
申
蓄
著

布
役
餉
彩
役
場

窟ワ窓の籍戸
（出望）おめでた

相田久一さんの二女　　（松之山）

早川和久さんの長男　（松之山）

久保田正栄さんの二男（新　田）

村山祐一さんの長女　　（観音寺）

る　み

瑠美ちゃん
ゆうすけ

祐介ちゃん
しよう

翔ちゃん
あ　す　み

明日実ちゃん

（露亡）お《摯ゐ
高沢　　博さん　68歳（大荒戸）大上

福原　フミさん　91歳（天水越）安院

樋口　量栄さん　77歳（中　尾）津浦

吉川　重忠さん　76歳（湯　本）吉村や

※5月26日かぢ6月25日までの届出分です。

⑬まつのやま

麟
さ功謄か
　　　君
砺村崇

ρ
、
（
￥
空

ー
疑
，
劃
し
な
か
5
〆

｛
の

蕎％
窟
留

裂
鑑
．

　
　
マ
　
　
　
C

）壷

繍・

曳
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
誹
ね
き
と
［
　
彩
、

ン
マ
ガ
イ
モ
、
一

献
懇
．
ヌ
7

　
　
　
　
ど

偉
冨
％

　
　
　
　
房
¢

電擁

験

｛
q
ト
⊇
ト
と

寺
も
ワ
ヒ

ド
ら
モ
辱
ノ
．
、
9

　
は
：
，
，

　
　
　
　
　
　
礁♂

競ガ
1．，）

七
．　

勤
弄
｝
菜摩
縫

鑓
濫
7月は“愛の皿液助け

合い運動w月間です

松
之
山
で
は
、
七
月
二
十
九
日

に
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
と
松
里
憩

い
の
家
で
献
血
を
行
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
協
力

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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こ
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前
の
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報
で
も
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せ
し
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し
た
が
、

そ
の
編
さ
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事
業
に
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た
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く
委
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に
、
表
の
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う
な
方

々
が
委
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さ
れ
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た
の
で
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し
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す
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月
八
日
付
）

町
史
編
集
の

　
　
　
基
本
的
事
項

　
編
集
に
は
、
町
民
の
理
解
と
協

力
を
求
め
次
の
方
針
に
よ
り
編
集
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る
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e
通
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を
基
本
と
し
自
然
編
・
歴
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編
を
通
じ
全
一
巻
と
す
る
。
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方
よ
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〇
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口
町
の
原
始
・
古
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か
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現
代
に

，
－
お
け
る
発
展
過
程
を
明
ら
か
に

　
し
、
日
本
史
の
流
れ
の
中
に
町

　
の
位
置
づ
け
を
す
る
。
特
に
近

　
世
末
期
か
ら
近
代
に
関
す
る
分

　
野
に
重
点
を
お
く
。

ω
昭
和
六
十
二
年
か
ら
昭
和
六
十

　
六
年
の
五
ケ
年
間
を
目
途
と
す

　
る
。

〉町史編さん委員（敬称略）〉町史輩修者・編集委員

氏　　　名 職　　　　　名

村山　政光 松之山町長

田辺　誠二 〃　　助役

久保田正敏 〃　　総務課長

佐藤　大治 〃　　議会議長

福原　一雄 〃　　教育委員長

本山　秀昭 〃　　教育長

相沢　達雄 〃　　文化協会長

佐藤　利幸 〃　文化財委員

小野塚　正 〃　　　　　　　　〃

久保田好郎 学識経験者

西沢　礼二 〃

以　上　　　　　11　名

委員名 氏　　　名 担　　　　任
監　　修 中村　辛一 歴　　史　　編
〃 菅野　三郎 自・然　　編

編集委員 泰　　繁治 考古　原始
〃 平野　団三 古代　中世
〃 関谷　哲郎 近　　　　世
〃 太田　一成 〃

〃 本山　松郎 近　　　　代
〃 佐藤　啓治 〃

〃 久保田好郎 現　　　　代
〃 加藤　宏一 〃

〃 金子　潤次 〃

〃 本山　幸一 民　　　　俗
〃 平原　栄二 自　　　　然
〃 相沢　和夫 温泉　その他

以　　　上 12　名

町史編さん

　だより

No．1

坪
野
・
村
山
幸
蔵
さ
ん
か
ら
天

和
の
検
地
帳
の
正
本
が
資
料
と
し

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
検
地
に
よ
る
と
、

田
　
四
＋
一
筆
で
七
反
五
畝
二
＋

　
七
歩

　
（
内
訳
）

o
上
田
　
五
筆
　
四
畝
九
歩

・
中
田
　
十
五
筆
　
四
反
四
畝
九

　
　
　
歩

o
下
田
　
十
三
筆
　
一
反
九
畝
三

　
　
　
歩

o
下
々
田
　
八
筆
　
八
畝
六
歩

畑
　
百
二
＋
四
筆
で
一
町
一
反
六

　
畝
歩

　
（
内
訳
）
・

o
上
畑
　
一
七
筆
　
一
反
三
畝
一

　
　
　
六
歩

o
中
畑
　
三
二
筆
　
二
反
六
畝
二

　
　
　
八
歩

o
下
畑
　
二
五
筆
　
一
反
三
畝
二

　
　
　
二
歩

・
下
々
田
　
四
筆
　
一
反
一
〇
歩

o
山
畑
　
三
八
筆
　
四
反
五
畝
歩

o
家
敷
　
八
筆
　
　
六
畝
一
四
歩

▽
切
替
畑
四
三
筆
六
反
一
畝

　
　
　
　
二
一
歩

▽
青
芋
畑
　
五
三
筆
　
二
反
七
畝

　
　
　
　
四
歩

　
こ
の
合
計
石
高
　
一
六
石
三
斗

二
升
八
合
．

当
時
は
田
の
面
積
が
少
く
、
畑

が
多
い
の
で
生
活
や
環
境
が
忍
ば

れ
る
。

　
天
空
撃
　
　

翁
　
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検

越
霧
纏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供

　
　
　
　
　
　
　
　
蔓
　
　
　
提

　
豊
β
　
　
4
望
瓠

保険料の免除申請は

7月末日までに！

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
（
月
額

七
、
四
〇
〇
円
）
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
保
険
料
を
納
め
ず
に
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
そ
の
期

間
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
の
で
、
将
来
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
足
り
な
く
な
り
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起

こ
り
ま
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
の
納
入
が
困
難
な
人
は
、
本

人
の
巾
請
に
よ
与
要
件
に
該
当
す

れ
ば
保
険
料
の
納
入
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
こ
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る

資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

（
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
三
分
の
一
）

　
く
わ
し
い
内
容
や
手
続
き
の
方

法
を
知
り
た
い
方
は
、
役
場
年
金

係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

咳害

姦
叢
イ
申
蓄
著

布
役
餉
彩
役
場

窟ワ窓の籍戸
（出望）おめでた

相田久一さんの二女　　（松之山）

早川和久さんの長男　（松之山）

久保田正栄さんの二男（新　田）

村山祐一さんの長女　　（観音寺）

る　み

瑠美ちゃん
ゆうすけ

祐介ちゃん
しよう

翔ちゃん
あ　す　み

明日実ちゃん

（露亡）お《摯ゐ
高沢　　博さん　68歳（大荒戸）大上

福原　フミさん　91歳（天水越）安院

樋口　量栄さん　77歳（中　尾）津浦

吉川　重忠さん　76歳（湯　本）吉村や

※5月26日かぢ6月25日までの届出分です。

⑬まつのやま

麟
さ功謄か
　　　君
砺村崇

ρ
、
（
￥
空

ー
疑
，
劃
し
な
か
5
〆

｛
の

蕎％
窟
留

裂
鑑
．

　
　
マ
　
　
　
C

）壷

繍・

曳
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
誹
ね
き
と
［
　
彩
、

ン
マ
ガ
イ
モ
、
一

献
懇
．
ヌ
7

　
　
　
　
ど

偉
冨
％

　
　
　
　
房
¢

電擁

験

｛
q
ト
⊇
ト
と

寺
も
ワ
ヒ

ド
ら
モ
辱
ノ
．
、
9

　
は
：
，
，

　
　
　
　
　
　
礁♂

競ガ
1．，）

七
．　

勤
弄
｝
菜摩
縫

鑓
濫
7月は“愛の皿液助け

合い運動w月間です

松
之
山
で
は
、
七
月
二
十
九
日

に
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
と
松
里
憩

い
の
家
で
献
血
を
行
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
協
力

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。



1
の
鵠
ー

まつのやま（勘

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
・
中
学
生
の
標
語
萱
雀
木

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
・
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

年中組

「
犠

〆〆漣
嚇 ＼

紹
ぎ
ー
ー
ノ

構
で
す
。

　
受
付
は
税
務
署
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
高
校
生
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。▽
作
　
文

・
応
募
数
　
　
】
人
一
編
　
三
、
0

こばやしあやこさん

　　　　　＼。　　　　　　，！一噌／
　　　　　　「、、　　　．一一聯副

スイカを食べようと思っている所

磁
胤

おのづかだいすけくんぼくのかお

　
　
　
　
　
O
O
字
以
内

Q
締
切
日
　
几
月
五
日
（
土
）

・
表
　
彰
　
優
秀
作
品
に
は
、
国

　
　
　
　
　
税
長
官
賞
や
国
税
局

　
　
　
　
　
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ

　
　
　
　
　
ま
す
。

▽
標
　
語

徽

たかはしまやさん三人でスイカを食べに行く所

・
応
募
数

・
締
切
H

・
表
　
彰

一
人
一
編

九
月
κ
日
（
土
）

優
秀
作
品
に
は
、
国

税
局
長
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
。

　■一“臼
＝．＿

㎝
こ
よ
み

▼
六
月
の
で
き
ご
と

6
H
口9
H

27　25　23　22　　　　18　17　16　　　　14　13　　　　12　11
　　　　　　　　　　　　〃

H　H　H日　　H　i1日　　H　H　　日日

出
稼
ぎ
共
助
会
運
営
委
員

会水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会総
合
検
診
打
合
せ
会

議
会
建
設
委
員
会

〃
産
経
委
員
会

〃
建
設
委
員
会

松
之
山
小
黒
倉
分
校
閉
校

式部
落
総
代
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

新
潟
県
婦
人
連
盟
総
会

農
業
所
得
調
査
員
会
議

町
総
合
健
診
（
2
7
H
ま
で
）

農
業
者
年
金
相
談
会

六
月
議
会
定
例
会

議
会
産
経
委
員
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

29

H
　
ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

30

日
　
町
消
防
半
日
訓
練

〃
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
七
月
の
予
定

1
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

〃
　
第
2
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
大
会

6
日
　
国
保
運
営
協
議
会

12

日
　
町
消
防
大
会

22

日
　
町
民
つ
な
引
き
大
会

26

目
　
町
民
体
育
大
会

　
も
う
、
と
っ
く
に
梅
雨
入
り
し

た
と
い
う
の
に
、
ほ
と
ん
ど
ま
と

ま
っ
た
雨
が
降
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
カ
ラ
梅
雨
で
終
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。

　
で
も
、
農
家
に
と
っ
て
は
降
る

時
期
に
降
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
田

ん
ぼ
の
水
が
心
配
で
す
。
こ
の
後
、

冷
夏
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
で

す
が
！

　
六
月
に
行
わ
れ
た
．
町
総
A
・
健

診
”
に
は
、
去
年
を
大
幅
に
上
回

る
受
診
者
が
あ
り
、
各
種
検
診
の

受
診
率
も
か
な
り
伸
び
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
胃
ガ
ン
検
診
の
受
診

者
が
一
五
〇
人
以
上
増
え
、
ガ
ン

や
健
康
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が

伺
え
ま
す
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
87
年
7
月
号
日
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

「
・
発
行
／
松
之
山
町
窩
3
1
3
1

□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

環
、

〆
、

　　　第3回町民つな引き大会　19878月号（恥138）

8月1日現在　□総人口4，168人（一4）□男2，036人（±0）口女2，132人（一4）口世帯数1，231戸（一3）

（）内は7月1日との比較


